
























































































































































































































































































































































































お わ り に
今回の国民投票は，レンツィ首相による，イギリスのEU離脱・残留を国民投票で問うた
キャメロン首相と同様の，成功すれば政権基盤を固め，失敗すれば政権崩壊と国内政治の流
動化につながる，ハイリスク・ハイリターンのギャンブルと言ってよい。
しかし，ここまでイタリア政治を劇場型にしたのは，ベルルスコーニに始まり，左右両翼
に広がったポピュリスト的政治によるものであり，その点でレンツィ一人を責めるのは酷で
ある。むしろ，1994年以降の「第2共和制」期に限っても，数々の改革が流産し，延期さ
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れてきた経過を考えれば，ここで思い切った改革を実現できていれば，イタリア政界のイメー
ジは大きく変わった可能性があった。その場合，すでに一部のメディアが使い始めた「第3
共和制」（35）という名称も現実味を帯びることになることもありえたのである。
財政危機などイタリアが中長期的に抱える問題への対応には，比例代表制に支えられた合
意が得にくい政治過程を，もっとリーダーが力を発揮できるシステムに変えようとする憲法
改正の意図は理解できるものである。ただし，憲法改正議論の中で，国民世論は割れ，国民
の政治家への信頼はむしろこれまで以上に減じている可能性が高い。仮に憲法改正が成って
いても，政党間の合意以上に国民の政治への信頼を取り戻す方が困難かもしれず，そうした
雰囲気の中では五つ星運動のようなポピュリスト政党への支持もなくならないだろう。
そして，実際に，憲法改正が国民投票で否決された今となっては，2013年にナポリター
ノ大統領がもたらした3党合意の精神に立ち戻って，広範な救国内閣的な勢力を再構築しな
ければ，今後予想される混乱は収拾し得ない。もしレンツィにもう一度求心力が生じなけれ
ば，民主党は，新しいリーダーのもとで，より着実な手段で政治改革案を練り直さなければ
いけなくなるであろう。現状では，中道右派に対抗となる有力なリーダーや有効な代替案が
あるとは言えないが，それは国政上，本来望ましくないことであり，たとえ野心的な内容で
なくとも，そうした中道右派も巻き込んだ合意が政権安定のためには必要となるだろう。そ
の場合，当然，改革のスピードはいったん減じ，真の憲法改正は数年後あるいは十数年後に
もなるかもしれない。
〈注〉
（1） この論文は，この投票実施前に脱稿し，実施後に公刊されるため，結果を受けて加筆修正した。
（2） レッタの人物像については，FedericaFantozzi,RobertoBruneli,EnricoLetta,Riuniti,
2013.
（3） 報告書のテキストは，http://www.leggioggi.it/2013/04/12/il-testo-completo-dele-relazion
i-finali-dei-dieci-saggi-di-napolitano/。10人の「賢人」の構成は，制度改革班が，マリオ・マ
ウロ（元欧州議会議員，「市民の選択」），ヴァレリオ・オニーダ（元憲法裁判所長），ガエターノ・
クワッリャリエッロ（憲法学者，「自由の人民」），ルチャーノ・ヴィオランテ（元下院議長，民
主党）の4人，経済社会・欧州班が，フィリッポ・ブビッコ（建築家，民主党），ジャンカルロ・
ジョルジェッティ（元インフラ運輸政務次官，北部同盟），エンリコ・ジョヴァンニーニ（元
OECD統計部長，元国家統計局長），エンツォ・モアヴェーロ・ミラネージ（元欧州司法裁判事），
ジョヴァンニ・ピトゥルッツェッラ（元・反トラスト局長），サルバトーレ・ロッシ（イタリア
銀行専務理事）の6人。このうち，マウロ，クワッリャリエッロ，ジョヴァンニーニ，ミラネー
ジは，後にレッタ大連立政権の閣僚となった。
（4） 憲法裁判所の判決文は，http://www.cortecostituzionale.it/actionSchedaPronuncia.do?
anno=2014&numero=1
（5） 2006年総選挙の結果については，簡潔な解説として，八十田博人「イタリア」『公明』2016年
6月号。 詳細な分析は， RobertoD・Alimonte,AlessandroChiaramonte（acuradi）,
Proporzionalemanonsolo.Leelezionipolitichedel2006,ilMulino,2007
（6） 過去の選挙法同様，政治学者のジョヴァンニ・サルトーリによる命名である。
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（7） 2015年選挙法の条文は， http://www.riformeistituzionali.gov.it/media/2369/legge-
elettorale.pdf
（8） 官報に掲載された条文は，http://www.gazzettaufficiale.it/eli/id/2016/04/15/16A03075/sg
（9） GuidoCrainzeCarloFusaro,Aggiornarelacostituzione:Storiaeragionidiunariforma,
Donzeli,2016
（10） 各州への議員数の配分は以下の通り。2人：ヴァレダオスタ，リグーリア，フリウーリヴェ
ネツィア・ジュリア，ウンブリア，マルケ，アブルッツォ，モリーゼ，バジリカータ，トレント
（自治県），ボルツァーノ（自治県）。3人：カラーブリア，サルデーニャ。5人：トスカーナ。6
人：エミーリアロマーニャ，プーリア。7人：シチーリア，ヴェネト，ピエモンテ。8人：ラツィ
オ。9人：カンパーニャ。14人：ロンバルディーア。
（11） 現在の終身上院議員は，大統領指名（上限5人）のマリオ・モンティ（元首相，元欧州委員，
ボッコーニ商科大学理事長），レンツォ・ピアーノ（建築家），エレーナ・カッターネオ（薬学者，
生物学者），カルロ・ルッビア（物理学者，ノーベル物理学賞受賞）と，元大統領としてジョル
ジョ・ナポリターノ。クラウディオ・アッバード（クラシック音楽指揮者）の死後，空席となっ
た1人はまだ後継が選ばれていない。
（12） CrainzeFusaro,op.cit.,pp.143144.
（13） イタリアの過去の国民投票については，高橋進「選挙・選挙制度」，馬場康雄，岡沢憲芙（編）
『イタリアの政治「普通でない民主主義国」の終り？』早稲田大学出版部，1999年，および，同
「イタリア レファレンダムの共和国」，坪郷實（編著）『比較・政治参加』ミネルヴァ書房，
2009年
（14） 五つ星運動のユーロに関する国民投票実施の呼びかけは，http://www.beppegrilo.it/
fuoridaleuro/
（15） トリノ，ジェノヴァ，ミラノ，ヴェネツィア，ボローニャ，フィレンツェ，ローマ，ナポリ，
バーリ，レッジョカラブリア，パレルモ，メッシーナ，カターニャ，カッリャリ。
（16） カルボーニアイグレシアス，メディオ・カンピダーノ，オリアストラ，オルビアテンピオ。
（17） CrainzeFusaro,op.cit.pp.121122.
（18） CNELの構成は，大統領任命の議長1人，経済・社会・法律分野の専門家10人（大統領任命
の8人と首相指名・大統領任命の2人），経済・労働界の代表48人（労組代表22人，自営・専
門職代表9人，経営者代表17人），社会活動・ヴォランティア団体等の代表7人の計64人の評
議員からなる。任期は5年。http://www.cnel.it/41
（19） CrainzeFusaro,op.cit.,p.121.
（20） AssociazioneNazionalePartigianid・Italia,・L・ANPIperilreferendumpopolare:・no・ala
riformadelSenatoedalaleggeelettorale・,22gennaio2016,http://www.anpi.it/articoli/
1482/lanpi-per-il-referendum-popolare-no-ala-riforma-del-senato-ed-ala-legge-elettorale
（21） MatteoRenzi,Oltrelarotamazione.Nessungiornoesbagliatoperprovareacambiare,
Mondadori,2014.
（22） SimonaPolieMassimoVanni,Ilsedutore.MateoRenzielasinistrarose,Barbara,2014.
（23） MicheleDeLuca,IlBerluschino.IlfineeimezzidiMateoRenzi,Libertaria,2014.
（24） イタリア左翼の反対理由については，ヴェンドラ前プーリア州知事（元「左翼・エコロジー・
自由」党首）など。http://www.sinistraecologialiberta.it/notizie/vendola-massimo-sforzo-
nele-ultime-settimane-per-netta-affermazione-del-no-al-pasticcio-di-renzi/
（25） Repubblica,12ottobre2016,・Referendum,D・Alema:・C・eclimaintimidatorio.Afavoreun
bloccodipotereelastampa・.
（26） 支持者の弁は賛成派のホームページ，BastaunS（賛成の一票で十分だ）で読むことができ
る。ナポリターノの発言は，http://www.bastaunsi.it/tag/giorgio-napolitano/
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（27） 憲法改正反対派委員会のホームページに反対派の意見がまとめられている。http://www.
referendumcostituzionale.online/
（28） Ibid.
（29） ラッジ・ローマ市長のコメント。http://www.ilblogdelestele.it/raggi_iodicono.html
（30） 五つ星運動のブログ記事にある。・IlveroquesitodelReferendumcostituzionale・,http://
www.ilblogdelestele.it/il_vero_quesito.html
（31） モンティのインタビュー記事は，・LasceltadiMonti:・PerchevoteroNoalreferen-dum
costituzionale・・,CorrieredelaSera,16ottobre2016,http://www.corriere.it/politica/16_
ottobre_18/mario-monti-perche-votero-no-referendum-costituzionale-8546db02-94b6-11e6-97
ea-135c48b91681.shtml
（32） Ibid.
（33） Repubblica,11ottobre2016,・Referendum:cosasuccedesevinceilSioilNoalariforma
costituzionale・,http://www.repubblica.it/politica/2016/10/11/news/riforma_costituzionale_
come_funziona_oggi_cosa_succede_se_vince_il_si_-149557026/?ref=HREC1-5
（34） Repubblica,16ottobre2016,・MaRenzieunvantaggiooundannoperl・Europa・,http://
www.repubblica.it/politica/2016/10/16/news/ma_renzi_e_un_vantaggio_o_un_danno_per
_l_europa_e_per_l_italia_-149881593/
（35） 例えば，アルド・ジャンヌッリの論説など。http://www.aldogiannuli.it/dala-seconda-
ala-terza-repubblica/
（付記） この論文は，平成2528年度科学研究費補助金（基盤研究B）「ユーロ圏危機下における南
欧政治の構造変容に関する比較研究」の研究成果の一部となるものである。
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Themeaningofthereferendum toamendtheItalianconstitutionhasbeenob-
scuredbyagamblingattemptoftheprimeminisiterMatteoRenzitobethisofficeon
theresult.Theamendmentprospectsthatitcorrectstheleadershipcrisiscontinued
afterthe2013election,however,theabolishmentoftheequalityofbothhousesofthe
parliamentiseasytoinvitecriticismthatRenzipreparesforthedominantpositionof
hisDemocraticParty.Eachamendmentcanbecriticizedbylegalinquiries,butmostof
criticismcomesfrompoliticalintentionstocompelRenzitoresign.Populistmomen-
tummayrisktheRenzi・spoliticallifeandwashawaythereformingprocessinItaly.
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